
ソリューション概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラウド・ジャーニーを加速する 
 
 
 
IBM Storage for Red Hat OpenShift は、従来型のストレージとコンテナ・スト
レージを統合し、クラウドネイティブの持つ俊敏性に、本番環境のエンター 
プライズ・コンテナの管理に必要な高い信頼性、可用性、セキュリティーを 
提供します。 



ほとんどの組織がクラウドネイティブ環境で ITを運用する日は遠くありませ
ん。サイロ化されたオンプレミスのシステム下にあるアプリケーションやデータ
は、コンテナ・テクノロジーにより、必要なタイミングで必要な場所に簡単に移
動して、最大限の洞察と優位性をもたらすように急速に進化するでしょう。 
 
IBM Storage for Red Hat OpenShift Container Platform は、21 世紀のビジネス
を推進するテクノロジーの実装に必要なすべての要素と専門知識を備えた、包括
的なコンテナ対応ソリューションです。 
 
IBM Storage は、従来型のストレージとコンテナ対応ストレージを統合し、ク
ラウドネイティブの俊敏性に、本番環境のエンタープライズ・コンテナを管理す
るのに必要な高い信頼性、可用性、セキュリティーをもたらします。検証段階
で、もしくは特定の部門内のみで使用していたコンテナ化アプリケーションのス
ケーリングをする場合に、IBM のストレージ・ソリューションを使用すれば、
共有ストレージの運用効率を高め、卓越した価格パフォーマンスを発揮し、 
コンテナ・データを保護することのできる、基幹業務のためのインフラストラク
チャーが実現します。 
 



現代のビジネスを牽引するハイブリッドクラウド 
 
 
現在、全世界で 85% を超える企業が
ハイブリッドクラウド環境を使用して
いますが、数年後には、ほぼすべての
企業がこのアーキテクチャーに移行す
ると考えられています。それと時期を
同じくして、インストールされるコン
テナ・インスタンスの数も 40 億を突
破する見込みです。 
 
これらのトレンドは互いに無関係では
ありません。テクノロジーとビジネス
が複雑に絡み合う今日の世界では、コ
ンテナ・テクノロジーを導入すること
が、プライベートとパブリックの両ク
ラウド環境の能力と可能性を引き出
し、俊敏性と競争力を加速させる鍵な
のです。 
  

ハイブリッドクラウドのアーキテク
チャーは急速に普及し、コンテナの採
用も加速しています。しかし、それら
が織りなすテクノロジーの行く先に
は、まだ多くの課題が待ち受けていま
す。データは今や石油に替わって、地
球で最も価値ある資源となりました
が、何十ものソースから流れ出すデー
タを、効果的に管理および移動するの
は容易ではありません。 
 

しかも、ハイブリッドクラウド環境が
急激に拡大しているにも関わらず、ビ
ジネスに欠かせないアプリケーション
のワークロードの 80% はまだクラウ
ドに移行していないのです。 
 

の企業が現在、 
ハイブリッドクラウ
ド環境で運用してい

ます 

の企業が、3 年以内に
複数のハイブリッドク
ラウドを使用している
と予測しています 

現在 3 年後 



クラウドのテクノロジー 
 
 
 
 
 
IBM Storage for Red Hat OpenShift 
Container Platform には、21 世紀の企
業がこのようなデータ関連の課題をは
じめとする数々の課題に対処できるよ
う、特別に設計されています。 
 
IBM は、Kubernetes の自動化機能と 
IBM Cloud Paks ソリューションを統合
することで、IT インフラストラク
チャーおよび運用部門が開発者の作業
の迅速化と生産性を向上させると同時
に、データの削減、災害復旧、データ
可用性の保証を実現できるようにしま
す。 
  

IBM Storage for Red Hat OpenShift 
は、包括的かつ検証済みのツール群、
統合されたシステム、柔軟なアーキテ
クチャーを装備しています。これに
よって企業は、既存のシステムから継
続して価値を引き出しながら、IT コス
トの削減とビジネスの俊敏性向上を実
現できる、コンテナベースの最新のハ
イブリッドクラウド環境を実装できま
す。これこそが 21 世紀のビジネスの
姿です。 
  

IBM Storage for Red Hat 
OpenShift は、21 世紀の
企業が、コンテナ・テクノ
ロジーとハイブリッドクラ
ウド環境がもたらす課題に
対処できるよう、特別に設
計されています。 
  

IBM Storage は Container 
Storage Interface (CSI) な
どのオープンソース・テク
ノロジーと Kubernetes を
併用してコンテナ・フレー
ムワークを開発しました。
これにより、実績の豊富な
ストレージ・ソリューショ
ンを、Red Hat OpenShift 
Container Platform の主要
なインフラストラクチャー
およびデータ管理レイヤー
として利用することが可能
になります。



コンテナをシンプルに 
 
 
Red Hat はエンタープライズ向けコン
テナ・プラットフォーム・ソフトウェ
ア市場をリードしています。Red Hat 
OpenShift Container Platform は、ハイ
ブリッドクラウドのデプロイメントを
管理する自動機能を完備した、エン
タープライズ対応の Kubernetes コン
テナ・プラットフォームです。開発者
の生産性を向上し、イノベーションの
推進を実現するために最適化されてい
るだけでなく、セキュリティーに焦点
を合わせた一貫性のある基盤として、
より短期間での市場投入を可能にする
合理化された開発者ワークフローによ
り、あらゆる場所にアプリケーション
を提供できます。 
  

Red Hat OpenShift を使用することで、
イノベーターは最も重要な課題、すな
わち競争力を維持しながら、お客様の
期待を常に超えることに集中できま
す。 
 
Red Hat OpenShift Container Platform 
には、ハイブリッドクラウド、エン
タープライズ・コンテナ、Kubernetes 
の開発およびデプロイメントに必要な
ものがすべて用意されており、エン
タープライズ向けの Linux オペレー
ティング・システムに加え、コンテ
ナ・ランタイム、ネットワーキング、
モニタリング、コンテナ・レジスト
リー、認証、認証ソリューションなど
が装備されています。これらのコン
ポーネントは、あらゆるクラウドをカ
バーする完全な Kubernetes プラット
フォーム上で連携して動作することが
テストによって保証されています。 
 

 
 
Red Hat OpenShift Container Platform 
は、オンプレミスとパブリッククラウ
ドの両方のインフラストラクチャーを
またいで使用できるため、アプリケー
ションを自己管理型ソリューションと
してデプロイできる、ハイブリッド型
のアプローチが可能になります。 

 
 
OpenShift Container Platform のバリア
ントはいずれもハイブリッドクラウド
環境全体で一貫性のある基盤を使用
し、開発者の生産性を改善するととも
に、アプリケーションのポータビリ
ティーを確保します。 
  

パブリッククラウド
と SaaS 

 

専用 
クラウド 

 

従来型の IT 



徹底したモダナイズ、アジリティー、 
そしてセキュリティー 
 
 
コンテナを利用してアプリケーション
の開発とデプロイを加速する、クラウ
ドネイティブな環境を構築するには、
基盤となる IT インフラストラク
チャーの要素が、モダナイズしやす
く、緊密かつシンプルに連携できるよ
うに設計されていること、そして、幅
広いデータ管理および効率化の機能を
備えていることが必要です。 
 
IBM Storage for Red Hat OpenShift は 
Kubernetes の自動化機能を利用して設
計されており、IBM Cloud Pak ソ
リューションと、DevOps、データベー
ス、HPC、アナリティクス、AI などの
スタンドアロン・アプリケーションを
サポートします。 
 

このソリューションには、円滑な導入
とデプロイに関わるリスクやコストの
削減を目的とし、事前テストと検証を
済ませた、導入および構成用の青写真
が用意されています。この青写真で
は、ベストプラクティスの設計から詳
しい構成文書に至るまで、IBM Storage 
for Red Hat OpenShift のデプロイを省
力化および高速化するのに必要なすべ
てが網羅されています。 
  

IBM Storage for Red Hat OpenShift に
は以下が含まれています。 
 
• 柔軟なデータ・サービスを可能にする 

IBM Storage Suite for IBM Cloud Paks 
• ハイブリッドクラウドの 1 次スト
レージ用の IBM FlashSystem アレイ 

• ミッション・クリティカルなコンテナ
ベース・アプリケーション用の IBM 
DS8900F 

• アクティブなアーカイブやクラウドネ
イティブ・アプリケーション用の 
IBM Cloud Object Storage 

• 高性能のファイルおよび非構造化デー
タ用の IBM Spectrum Scale 

• メタデータ管理用の IBM Spectrum 
Discover 

 
 

 
  

IBM Storage for Red 
Hat OpenShift は、 
永続ストレージの 
複雑なプロビジョ 
ニングをシンプルな 
モデルとして抽象化
し、管理や自動化 
プロセスへの組み込
みを容易にします。 



柔軟で高性能なストレージ・システム 
 
 
IBM Storage for Red Hat OpenShift 
Container Platform は、Linux 環境で
運用する組織にとって、モダナイズし
た IT インフラストラクチャーを統合
し、アプリケーションの開発、デプロ
イ、移動を加速するのに理想的な選択
肢です。このソリューションは、Linux 
のフレームワークの中で、さまざまな 
IBM Storage アーキテクチャーや要素
を使用してデプロイできます。 
 
IBM Storage Suite for IBM Cloud Paks 
は、ファイル、オブジェクト、ブロッ
ク用のデータ・リソースが含まれた、
ソフトウェア定義ストレージ・ソ
リューションの包括的なパッケージ化
したセットです。これには IBM Cloud 
Paks と Red Hat OpenShift の環境の
セットアップや拡張に必要なオープン
ソースおよびエンタープライズ・ソフ
トウェア・コンポーネントが含まれて
います。 
  

IBM FlashSystem ファミリーは、IBM 
Spectrum Virtualize ソフトウェアの
データ管理および保護機能、IBM 
FlashCore Modules のパフォーマンス
と信頼性、そして、フラッシュ、ディ
スク、クラウド間の自動データ移動を
提供し、世界中の何千という組織の設
備投資や運用コストの削減に貢献して
います。IBM のシステムが実現する柔
軟なストレージ・ソリューションによ
り、企業はそのタイプや規模を問わ
ず、急激なデータの増加と限られた IT 
予算という課題に効率的に、しかも無
理なく対応することができます。 
  

IBM DS8900F は、従来型のストレー
ジとクラウドネイティブのストレージ
を統合し、ミッション・クリティカル
なコンテナを高い信頼性、可用性、セ
キュリティーで管理できるようにしま
す。さらに、超低遅延、99.99999% 
以上の可用性、透過的なクラウド・
ティアリング、マルウェアやランサム
ウェアからの高度なデータ保護によ
り、ハイブリッドクラウド・ソリュー
ション全体に新たなレベルのパフォー
マンス、セキュリティー、レジリエン
シーを提供します。 
 
IBM Cloud Object Storage を使用する
と、コスト効率が高いだけでなく、
72TB という小規模のストレージか
ら、オープンソースでは太刀打ちでき
ないデータ保護と一貫したパフォーマ
ンスを備えたエクサバイト級の大規模
なストレージに至る、拡張性に優れた
クラウド・ストレージをデプロイでき
ます。 
 

IBM Spectrum Scale は、最速の AI、
ビッグデータ、最新のアナリティクス
の導入をサポートする、高性能でス
ケーラブルなトップレベルのファイ
ル・システムです。コラボレーション
や可用性を目的としたマルチサイトの
マルチクラスター・ソリューション
を、IBM ESS を使用して、あるいはプ
ライベートクラウドや AWS などのパ
ブリッククラウド上のソフトウェア定
義ストレージとして、容易にデプロイ
できます。 
 
IBM Spectrum Discover は、複数クラ
ウド環境や OpenShift でサポートされ
るあらゆる環境でポータビリティーと
優れた柔軟性を発揮するよう設計され
た、メタデータ管理ソフトウェアで
す。 
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多彩なメリット 
 
スケーラブルなパフォーマンス 

IBM Storage は、小さい規模でスター
トし、ビジネス・ニーズの成長に合わ
せて拡大できる、拡張性の高いスト
レージ・システムを提供します。これ
らのソリューションにより提供される
強力なデータ削減機能、無停止アップ
グレード、大容量テクノロジーは、ク
ラウドネイティブのワークロードに最
適です。 
 
開発者の作業速度と生産性 

このソリューションは、ストレージの
プロビジョニングと構成を集約するソ
フトウェア定義ツールを利用して、ク
ラウド・ベースのアプリケーションの
デプロイを加速します。DevOps チー
ムは、ビジネスとアプリケーションの 
SLA に準拠した事前定義済みのスト
レージ・クラスを自身でプロビジョニ
ングすることができます。 

コンテナのセキュリティー 
IBM Storage for Red Hat OpenShift 
Container Platform には、自動的に暗
号化され、保存中または転送中のコー
ド、ホスト、オペレーティング・シス
テムなどとのインタラクションを行わ
ない、セキュリティーの高いコンテナ
をデプロイするツールが含まれていま
す。このソリューションのアーキテク
チャーでは、コンテナ化されたアプリ
ケーションに対する選択的なストレー
ジ・ボリューム・マッピングが可能
で、これにより攻撃対象領域の削減
と、FIPS 140-2 をサポートする鍵管理
が実現されます。 
 

データの可用性 

IBM Storage は、ポリシー駆動型の自
動的なデータ移動、同期/非同期コ
ピー・サービス、高可用性構成、イン
テリジェントなストレージ・ティアリ
ングなどの、業界をリードする機能を
備えています。マルチサイトのオプ
ションによる 100% のデータ可用性
の保証だけでなく、99.9999% のデー
タ保証とレジリエンシーというメリッ
トが得られます。 
 
インフラストラクチャーの俊敏性 

IBM Storage は、クラウドの効率性と
柔軟性を備え、運用コスト・ベースの
価格モデルで利用できるようにオンプ
レミスのストレージを変革する、Red 
Hat OpenShift Container Platform な
どのコンテナ・ベースのソリューショ
ンの導入を促します。ストレージのプ
ロビジョニングとデータの保護を自動
化し、DevOps、アナリティクス、レ
ポートなどにデータのコピーを再利用
できます。

  
 



詳細情報 
 
 
 
IBM Storage for Red Hat OpenShift 
Container Platform は、従来型のスト
レージとコンテナ・ストレージを統合
し、クラウドネイティブの俊敏性に、
本番環境のエンタープライズ・コンテ
ナを管理するための高い信頼性、可用
性、セキュリティーをもたらします。 
 
 
 
 
 
 
 
詳細については、以下にお問い合わせください。 
 
http://ibm.biz/Storage_JP  
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